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◆はじめに

＜ＣｈａｔＧＰＴについておさらい＞

ChatGPTは、自然言語処理の分野で最も進化したAIモデ
ルの1つです。
このモデルは、大規模なデータセットを用いてトレーニン

グされ、多様な言語タスクにおいて驚異的な性能を発揮しま
す。

ChatGPTは、文章生成、質問応答、要約、翻訳、プログ
ラムコード生成など、さまざまな業務に活用できるため、
ChatGPTを活用することで、業務の効率化や情報処理の向
上が期待されるものです。
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◆背景

自治体業務においては，業務効率化，デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）
の動きが活発化しています。
今春より，対話型ＡＩ技術の業務活用に注目が集まり，本市としても，ワーキング

チーム（ＷＴ）を設置し，活用に向けた検証活動を行うこととなりました。

◆目的

ＷＴでは，ChatGPTを活用した庁内業務改善等について，対話型ＡＩ利用時の留
意点やリスクについても習得しながら，効果測定などを行い，市民サービスの向上，
行政手続の効率化，ＤＸ人材育成の強化を目指すため，活動を進めてきました。

◆取組方針

・運用面に関するセキュリティ対策の徹底

・試験運用による導入効果測定

・業務改善に向けた効果的な利活用策の共有

・全庁利用に向けた課題整理，ガイドラインの作成 など
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◆取組手法

5月～11月の検証期間を設け，庁内各部局からの推薦者で構成するワーキング
チームを設立しました。セキュリティ面や適切な使い方を学びながら，活用方法，
課題抽出，効果測定，ガイドラインの整理をすすめてきました。

◆ワーキングチームの構成

各部局推薦者による27名で構成

政策企画部3名，総務部６名，市民生活部２名，健康福祉部2名，
経済振興部2名，都市整備部6名，教育委員会2名，行政委員会1名，
DX事務局3名
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◆令和５年度ワーキングチームにおける活動経過

第１回会議 5/23
キックオフ・使い方・運用ルールの共有

第２回会議 6/30
利活用状況とりまとめ・共有①（チャットオンライン会議）

第３回会議 8/9
外部講師によるオンライン講演
（株）メルカリ 執行役員ＶＰ of Generative AI/LLM 石川佑樹氏

第４回会議 9/19
利活用状況とりまとめ②・市長との意見交換・高度利活用・ガイドライン案の整理

第５回会議 11/14
今後の活用方針，ガイドライン案についての協議

第６回会議 12/20
活動報告（総括）
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